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（Robert Putnam）の二層ゲーム論である（Putnam 1988, 440）。また、国内世論による制約を理
論モデル化した国際交渉論には 1990 年代のＪ・フィアロン（James Fearon）の国内観衆費用論





























































































































共催「公開シンポジウム　日本の国際政治学―学会のあり方と学問のあり方」（2012 年 10 月 19 日、
名古屋国際会議場）趣旨説明（日本学術会議第 161 回幹事会 2012 年 9 月 21 日資料、http://www.scj.
go.jp/ja/member/iinkai/kanji/pdf22/siryo161-5-1.pdf の 18-19 頁）参照。
3 もう一つの戦略的課題は、西側の多国間同盟たるＮＡＴＯの防衛負担分担において、なぜアメリカの
防衛負担が過重になるのかという「集合行為」問題であった（Olson and Zeckhauser 1966）。オルソン
は、共通の利益を共有する集団の間では、他の集団構成員による共通利益への貢献に「ただ乗り」する
誘因が働くため、「弱者による強者の搾取（the exploitation of the great by the small）」が生じるとい
う逆説を論じた。国際政治においては覇権国の国際貢献への中小国のただ乗りがこれに該当する（Olson 
1960, 35）。
4 「コミットメントの技術（the art of commitment）」は、Schelling（1966）の第２章のタイトルである。
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